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三
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒 

業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本

校

を
卒

業

す

る

皆

さ

ん

へ
、
「
自
分
は
変
わ
る
。
そ
し

て
、
世
界
は
変
わ
る
。
」
と
い

う
こ
と

を
伝

え
て

お
き

た
い

と
思
い

ま
す

。
こ

れ
は
私
の

経
験
に
基
づ
く
話
で
す
。 

私

は

今
で

こ

そ

校

長

職

を

務
め
て

い
ま

す
が

、
も

と
も

と
は
油

絵
が

専
門
の
美

術
教

師
で
す

。
高

校
に

入
学

し
美

術
部
に

所
属

し
て

か
ら

は
毎

年
数
枚

の
油

絵
を

制
作

し
、

展
覧
会

や
コ

ン
ク

ー
ル
に
出

品
し
て

き
ま

し
た

。
（

今
も

続
け
て

い
ま

す
。

）
ま

た
、

制
作
の

か
た

わ
ら

多
く

の
絵

画
作
品

を
鑑

賞
し

、
そ

の
魅

力
に
触

れ
、
感
化

さ
れ

て
き

ま
し
た

。
影

響
を

受
け

た
多

く
の
画

家
の
中
で

、
最
も
印

象
に
残

っ
て

い
る

の
が
フ
ラ

ン
ス
の

画
家
ジ
ョ

ル
ジ

ュ
・

ル
オ
ー

で
す

。
美

術
の
教
科

書
に
も

載
っ

て
い

る
近

代
美

術
を
代

表
す

る
著

名
な
画
家

で
、
油

絵
の
具
を

分
厚
く
塗

り
重
ね
た
画
面
が
特
徴
で
す
。

私
は
こ

の
画

家
の

存
在
を
、

中
学
生

の
頃
か
ら

知
っ

て
は

い
ま
し

た
が

、
当

時
は
全
く

関
心
が

な
く

、
む

し
ろ

、
ご

て
ご
て

塗
り
重
ね

た
画

面
に

嫌
悪
感

を
覚
え
、

「
時

代
遅

れ
の
古

い
タ

イ
プ
の
画

家
」

と
評
価

し
て

い
ま

し
た

。
高

校
、
美

術
大

学
に

進
学

後
も

こ
の
評

価
は
変
わ

ら
ず

、
美

術
を
学

ん
で

い
く
過
程
に
お

い
て
こ

の
画

家
か

ら
魅

力
を

感
じ
る

こ
と

は
全

く
あ

り
ま

せ
ん
で

し
た

。
と

こ
ろ

が
、

四
〇
歳

近
く

に
な

っ
た

あ
る

時
、
旅

行
先

の
美

術
館

で
た

ま
た
ま

見
か

け
た

ル
オ

ー
の

作
品
に

、
こ

れ
ま

で
に

な
い

新
鮮
な

感
動

を
覚

え
た

の
で

す
。 作

品

を

見

た

そ

の
瞬

間

、

嫌
い
な

画
家

が
好

き
な

画
家

へ
と
一

変
し

ま
し

た
。

自
分

の
中
の

こ
れ

ま
で

の
芸

術
観

が
ガ
ラ

ガ
ラ

と
崩

れ
、

そ
の

奥
か
ら

光
が
射
す

よ
う

な
イ

メ
ー
ジ

で
す

。
美

術
を

専
門

と
す
る

私
に

と
っ

て
、

芸
術

観
の
転

換
は

、
こ

れ
ま

で
の

生
き
方

や
価

値
観

を
覆

す
部

分
も
出

て
き

ま
す

が
、

こ
の

経
験
に

よ
っ

て
、

よ
り

広
い

視
野
で

、
よ

り
高

い
視

点
か

ら
、
美

術
作

品
を

見
る

こ
と

が
で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、

時
間
の

経
過

と
と

も
に

自
分

が
変
わ

り
、

自
分

が
変

わ
る

こ
と
に

よ
っ

て
周

囲
や

世
界

の
見
え

方
も
変
わ

る
と

い
う

こ
と
を

学
ぶ
機
会

と
な

り
ま

し
た
。

ル
オ

ー
の

魅
力

に
気

付
い
た

の
は

、
ル

オ
ー

の
作

品
が
変

わ
っ

た
か

ら
で
は
あ

り
ま
せ

ん
。

ル
オ
ー
の

作
品

を
見
る

「
自

分
」

が
変

わ
っ

た
か
ら
な
の
で
す
。 

本
校

を
巣

立

つ

皆

さ

ん

に

は
、
「

自
分

は
こ
う
い

う
性

格
だ
か

ら…

」
「
自
分

に
は

向
い
て

な
い

か
ら…

」

と
自

分
で
自

分
の

限
界
を
決

め
て

し
ま
う

の
で

は
な
く
、

自
分

が
変
わ

っ
て

い
く

こ
と
で
、

新
し
い

世
界

や
自
分
の

中
に

眠
る
未

知
の

可
能
性
を

発
見

し
て
く

れ
る

こ
と
を
願

っ
て

い
ま
す

。
そ

し
て
、
自

分
を

変
え
て

い
く

た
め

に
も
、
外

に
出
て

、
自

然
に
触
れ

、
人

に
会
い

、
自

分
以

外
の

物
事

と
の
関

り
を

大
切
に
し

て
く

だ
さ
い
。 

           

     
 

 

    

五
島

南

高

校

を

卒

業

さ

れ

る
二
八

名
の

皆
様

、
ご

卒
業

お
め
で

と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

そ
し
て

今
日

ま
で

愛
情

こ
め

育
て
た

保
護

者
の
皆
様

に
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
ら
に

、
今

日
ま
で
熱

心
に

子
供
た

ち
に

関
わ
っ
て

頂
き

ま
し
た

、
西

平
校

長
先
生
を

は
じ
め

諸
先

生
方

に
お

礼
申

し
上
げ

ま
す

。
私
は
昨

年
一

一
月
の

総
会

で
谷
川
前

会
長

の
後
を

継
ぎ

同
窓

会
長

に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。 

本
校

は

多

く

の

卒

業

生

を

輩

出

し

、

そ

の

卒

業

生

の

方
々
は

社
会

を
前
進
さ

せ
る

中
核
と

し
て

ご
活
躍
し

て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

こ
の

よ

う

な

歴

史

あ

る

高

校
の
同

窓
会

長
に
ご
指

名
い

自
分
は
変
わ
る
。 

 
 

 
 

世
界
は
変
わ
る
。 

●
●
●
●
●
● 

校
長 

西
平 

耕
治 

同
窓
会
（
白
浜
会
） 

会
長 

草
野 

久
幸 

「
卒
業
に
寄
せ
て
」 

 
 

 
 

 

  

参
加
し
て 
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た
だ
い

た
こ

と
に

身
の

引
き

締
ま
る
気
持
ち
で
お
り
ま
す
。 

さ

て

、

卒

業

生

の

皆

さ

ま

は
進
学

や
就

職
で

五
島

を
後

に
す
る

方
も

多
く

い
る

と
思

い
ま
す

。
五

島
市
は
最

近
、

「
舞
い

あ
が

れ
」

や
「

ば
ら

か
も
ん

」
な

ど
の

メ
デ

ィ
ア

の
影
響

で
全

国
的
に
知

ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

多
く
の

観
光

客
が

来
島

し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

世

界

文

化

遺

産

、

日

本

遺

産
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
、

こ
の
美

し
い

自
然
が
残

る
五

島
市
に

生
ま

れ
育

っ
た

方
、

そ
し
て

高
校

三
年

間
を

五
島

市
で
過

ご
し

た
皆

様
に

お
願

い
が
有

り
ま

す
。

こ
れ

か
ら

出
会
う

全
国

の
方

々
に

五
島

市
の
す

ば
ら

し
さ

を
伝

え
て

頂
き
た
い
の
で
す
。
そ
し
て
、

い
つ
の

日
か

五
島

市
に

帰
っ

て
来
て

頂
き

た
い

と
思

い
ま

す
。 私

も

約

五

〇

年

前
に

本

校

を
卒
業

し
ま

し
た

。
大

き
く

時
代
は
変
化
し
て
い
ま
す
が
、

た
だ
変

わ
ら

な
い

の
は
母
校

へ
の
懐

か
し

い
思

い
出

だ
と

思
い
ま

す
。

時
代
の
変

化
で

小
中
学

校
が
統
合

さ
れ
悲
し

い
こ
と

に
母

校
が

な
く

な
っ

た
方
も

い
ま

す
。

し
か

し
、

母
校
へ

の
思
い
は

深
い

も
の

が
有
り

ま
す

。
同

級
生
が
集

ま
れ
ば

校
歌
を
思

い
出
し
口

ず
さ
み

ま
す

。
卒

業
さ

れ
る

皆
様
も

本
校
の
校

歌
「

光
満

白
良
ヶ

浜
の
朝
風

に
若
き
心

は
溌
剌

と
か

が
や

く
希

望
お

ど
る
な

り
」

と
い

つ
か

口
ず

さ
む
日
が
来
る
で
し
ょ
う
。 

最

後

に

こ

の

言

葉
を

贈

り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

『
努
力

す
る
人

は
希

望
を

語
り

、
怠

け
る
人
は
不
満
を
語
る
』 

作

家
・
井

上
靖

の
言

葉
で

、
と

て
も
有

名
な
名
言

と
し

て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、

そ
の
言

葉
の

よ
う

な
日

常
生

活
を
送

る
こ

と
は
簡
単
で
は

あ
り
ま

せ
ん

。
心

の
ど

こ
か

に
は
常

に
何
か
の

不
平

不
満

が
渦
巻

い
て

い
る

の
で

は
な

い
で
し

ょ
う

か
。

そ
し

て
ま

た
不
満

を
言
っ
て

い
る

だ
け

で
は
何
の 

解
決
に
も
な
ら
な

い
こ
と

も
よ

く
わ

か
っ

て
い

ま
す
。

わ
か

っ
て

は
い

て
も

不
満
は

ど
ん

ど
ん

た
ま

り
ま

す
。 

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
努

力
す
る

人
に

な
れ

る
の

か
。 

努
力
す

る
人
は
不

満
の

処
理

の
仕
方

を
身
に
つ

け
た

人
で

す
。
努

力
す

る
人

に
だ

っ
て

日
々
不

満
の
種
は

芽
生

え
ま

す
。
た
だ
、
努
力
す
る
人
は
、

不

満

だ

と

思

う

問

題

点

を

「
で
は

ど
う

し
た

ら
い

い
の

か
？
」

と
未

来
へ

の
疑

問
形

に
変
換

し
て

解
決

策
を

考
え

ま
す
。

あ
と

は
そ

の
解

決
策

を
実
行

し
て

い
る

の
で

す
。

こ
れ
が
努
力
で
す
。 

未

来

あ

る

皆

様

に

大

き

く

羽
ば
た

い
て

頂
く

よ
う

願
っ

て
お
祝

い
の

言
葉

と
い

た
し

ま
す
。 

       

令

和

六

年

一

一

月

二

三

日

（
土
・

祝
）

、
新

上
五

島
町

の
奈
良

尾
地

域
福

祉
セ

ン
タ

ー

し

お

さ

い

に

お

い

て

、

「
家
庭

・
学

校
・

地
域

の
力

で

育

て

よ

う

 

し

ま

の

宝 

こ
ど
も

の
未

来
」

を
テ

ー
マ

に
開
催

さ
れ

た
、

令
和

六
年

度
五
島

地
区

高
等
学
校

・
特

別
支
援

学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
研

修
会

に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。 

講
演

会
で

は

、

『

子

ど

も

の
未
来 

期

待
と
不
安

～
失

敗
と
挑
戦
の
愉
快
な
人
生
～
』

と

題

し

て

、

上

五

島

h
o
l
o
h
o
l
o

代
表
の

永
井

響
先

生
の

お
話

が
あ
り

ま
し

た
。

永
井

先
生

の
生
活

歴
や

ご
自
身
の

子
育

て
体
験

談
を

交
え
な
が

ら
、

今
の
子

ど
も

が
置
か
れ

て
い

る
状
況

だ
け

で
は

な
く
、
子

ど
も
に

期
待

す
る
未
来

像
に

つ
い
て

の
お

話
は
と
て

も
興

味
深
く
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

講
演

後
の

な

が

さ

き

フ

ァ

ミ
リ
ー

プ
ロ

グ
ラ
ム
で

は
、

「
上
手

な
褒

め
方
・
𠮟

り
方

～
子
ど

も
と

向
き
合
い

共
に

成
長
～

」
と

題
し
て
、

１
グ

ル
ー
プ
四
人
ず
つ
に
分
か
れ
、

「
日
頃

、
子

ど
も
を
叱

る
と

き
や
褒

め
る

と
き

に
言

っ
て

い
る
親

の
言

葉
や
態
度

」
に

つ
い
て

、
グ

ル
ー

プ
内

で
語

り
合
い

ま
し

た
。

共
感

で
き

る
言
葉

や
態

度
、

見
直

し
す

べ
き
言

葉
や

態
度
が
認

識
で

き
、
こ

れ
か

ら
の

子
育

て
の

参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

今
回

、

新

上
五

島

町

で

の

開
催
で

あ
り

移
動

な
ど

大
変

な
面
も

あ
り

ま
し

た
が
、
興

味
深
い

研
修

内
容

で
学

ぶ
こ

と
が
多

い
だ

け
で

は
な
く
、

他
校
の

Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
と

の
交

流
の
機

会
を

得
る
こ
と

も
で

き
、
と

て
も

有
意

義
な

時
間

を
過
ご

す
こ

と
が

で
き
ま
し

た
。 

     

 

            

「
五
島
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ 

研
修
会
に
参
加
し
て
」 

 
 

 
 

 

  

参
加
し
て 

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

馬
場 

仁
志 

 

永井響先生の講演の様子  

 

ファミリープログラムでの

ワークショップの様子  
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卒業おめでとう。これから社会人です。いろんな経験をし

て少しずつ大人になって下さい。  

卒業おめでとう！ ！無事に大きく育ってきてくれてありが

とう。 

充実した３年間になったでしょう。これからも一日一日  

大切に過ごせるように！  

いっぱい迷惑かけてごめんなさい。これからもいっぱい  

迷惑かけるけどゆるしてください。             R.I 

育ててくれてありがとうございます。また、台湾カステラ  

食べに行きます。                        R.K 

３年間遠くから見守ってくれて本当にありがとう！大好き

だよ。これからもよろしくお願いします。          A.S 

いっぱい迷惑かけてごめんなさい。これからもいっぱい  

迷惑かけるけどゆるしてください。             R.I 

たくさん迷惑かけたけどいつもありがとう。  

                                      Y.T 

いっぱい迷惑かけてごめんなさい。これからもいっぱい  

迷惑かけるけどゆるしてください。             R.I 

卒業特集～贈る言葉～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１組  卒業生から保護者へ  

3 年間弁当を作ってくれてありがとうございます。  

これからもよろしくお願いします。              K.K 

 

いっぱい迷惑かけてごめんなさい。これからもいっぱい  

迷惑かけるけどゆるしてください。             R.I 

 

今までありがとう！これからは迷惑かけないように頑張  

ります。これからもよろしくね！                A.Y 

１８年間育ててくれてありがとうございました。福岡では  

自立できるように頑張ります。                H.M 

３年間ありがとうございました。大阪行っても迷惑かけてばか  

りだと思いますがどうか見守っていてください。       R.M 

おばあちゃんへ。短い間だったけどここまで生活を支えて

くれて本当にありがとうございました。          S.M 

忙しいのにお弁当を毎日つくってくれてありがとう♡ 

これからもがんばるよ！                     K.M 

１組  保護者から子どもたちへ  

１８年間女手ひとつで育ててくれてありがとうございま

す。これからもよろしくお願いします。           K.H 

３年間弁当作ってくれてありがとうございました。美味し

かったです。これからもよろしく。              T.H 

卒業おめでとう！これからの日々が輝かしいものになりま

すように、心から幸せを祈っています。  

色々なことに挑戦し成長した３年間でした。その経験を

生かし新たな人生を頑張って下さい。  

卒業おめでとう！この３年間で色々な場面で意外な姿を

見せてもらいました。頼もしかったよ（笑）  

この間入学したと思ったのにあっという間に卒業だね。  これ

からまだまだ学ぶ事が多いと思うけど自分らしく   頑張れ！  

新しい一歩をふみ出すにあたり、今の自分に慢心する事

なく責任と自覚を持ち立派な社会人になって下さい。  

卒業おめでとう。３年間頑張りました。中間では色々   

ありましたがここまでやり通してすごいです。  

卒業おめでとう。３年間色々あったけど忍耐して頑張っ

たあなたは素晴らしかったです。  

高校生活は楽しかったですか？休むことなく登校でき  

良かったです。３年間お疲れ様でした。  

忘れないで、３年間の先生達から愛情いっぱいで指導

してくれたことを。身近にいる大人達や友達の愛情を。  

たくさん迷惑かけたけどいつもありがとう。  

                                     Y.T 

育ててくれてありがとうございます。また台湾のカステラ  

食べに行きます。                        R.K 

 
3 年間遠くから見守ってくれて本当にありがとう。大好き  

だよ。これからもよろしくお願いします。          A.S 
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２組  卒業生から保護者へ  

２組  保護者から子どもたちへ  

五島での経験は哀歓あったけれどもあなたの財産だね。  

よく頑張った！私も頑張った（笑）卒業おめでとう！！  

３年間ありがとうございました。２年後立派な大人に  

なって帰ってくるので楽しみにしててください。    K.S 

３年間ありがとうございました。これからもよろしくお願  

いします。頑張っていきます。                T.G 

高校３年間ありがとうございました。就職して、お金を  

稼いで、たくさん家にお金をいれます。         S.S  

３年間ありがとうございました。ごはん美味しかったで  

す。                                 R.T  

１８年間ありがとうございます。これからもよろしくお願  

いします。                             Y.T 

３年間五島に通わせてくれてありがとうございました。  

いろんな経験ができてよかったです。          R.O 

卒業おめでとう。高校生活を経て、成長したと思います。  

体に気をつけて頑張って下さい。  

 

３年間毎朝ありがとう。４月から社会人として働くので  

自分の目標を達成しつつ恩返しもやります。      K.M  

高校３年間、好きなことや部活動など自由にさせてく  

れてありがとう！！これから仕事を頑張ります。     R.M  

１８年間、大変だったと思うけどここまで育ててくれて  

ありがとう！！これからもよろしくお願いします。     T.Y 

１８年間色々とありがとうございます。高校卒業してか  

らも頑張ります。これからも頑張ってください。     M.T 

お父さん、お母さん、今までお世話になりました。改めて  

これからもよろしくお願いします。              T.T 

今まで育ててくれてありがとう！！これからも迷惑かけて  

しまうかもしれないけどよろしくね！！            K.N  

ここまで支えてくれてありがとう。また遠くの方に行くか  

もしれないけど頑張っていくね。               A.N  

未来は自分の手で切り開くもの。自分の決めた未来で

大きく羽ばたくことを願っています。  

 
卒業おめでとう。３年間休まず登校してくれた事が一番

嬉しいです。立派な料理人になって下さい。  

３年間親元を離れ、本当に頑張りましたね。皆様にも  

支えられ成長できました。お疲れ様。  

ご卒業おめでとうございます。４月から新社会人として

頑張って下さい。応援しています。  

沢山の先生、友達に見守られ無事に卒業を迎えました

ね。成長を感じる日々でした。ありがとう。  

高校を卒業するのがあっというまで早かったと思います

が、これからも色々と頑張ってください。  

卒業おめでとう✿学生生活１２年間お疲れ様でした。  

これからは社会人として頑張って下さい。  

卒業おめでとう！これからは、自分で思い描いている職

業に向けて奮励努力しましょう。  

 

卒業おめでとう。ここまで君を支えてくれた人達への   

感謝を忘れず、一歩ずつ歩んでいきましょう。  

 
卒業おめでとう。４月から社会人、いろんな事があると

思うけど後悔のないように楽しんで頑張ってね！！  

 
卒業おめでとう。３年間よく頑張りました。一度しかない

人生、悔いのないよう楽しんでね。  

 


